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この質問は，情報処理 B，情報処理 C，情報処理 D に対して実施した。
◯ Jenzabar の同一配付資料を少ない場合は何回ダウンロードしましたか
この質問は，情報処理 B，と情報処理 C とで実施した。
これらのアンケート項目の回答結果をまとめたものが次の図 1 と図 2 である。
―  ―
図 講義支援システム Jenzabar 上での資料配付が良かったかという質問に対する回答
学生の配布資料の利用とそれに依る教育効果の再考
図 1 から判ることは，学生は 2，3 回程度ダウンロードして配布資料を見ていると推測でき
る。情報処理 B でダウンロード 0 回の学生がいる。これは，資料を見なくても講義中に示す
コンピュータ操作を模倣すれば課題を行えることに対応すると考えられる。情報処理 B での
最多ダウンロード回数が，情報処理 C 並びに情報処理 D のそれと較べると回数の少ない側に
分布がシフトしていると見ることができるので，情報処理 B の講義内容が情報処理 C，D の
講義内容に較べて学生の負荷が少ないものと推測できる。図 2 では最小ダウンロード回数 0






この質問は，情報処理 B，情報処理 C，情報処理 D に対して実施した。
◯ Jenzabar の資料配付が無いとすると，講義の理解は有る場合に比べてどの位に下が
ると思いますか。
この質問は，情報処理 B，と情報処理 C とに対してだけ実施した。
配布資料の有効性を見るための質問に対する回答結果を図にしたものが図 3 と図 4 であ




回答は，1. 使わなくても変わらない，2. 使った場合の80， 3. 使った場合の50，4. 使った場合の30，
5. 全く理解できない，という形で用意した。
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. ま と め
情報処理教育での講義支援システム Jenzabar 上での資料配付の有効性を検討した。学生は
―  ―
学生の配布資料の利用とそれに依る教育効果の再考
何時でも配布資料を Jenzabar からダウンロードできるので，自然とダウンロード回数が増え
るものと思われる。配布資料は80以上の学生が有用であったと考えている。情報処理 B の
内容は配布資料が無くても半分程度は理解できる内容である。これは情報処理 B に対して要
求されている，文書処理ソフトや表計算ソフトを他のソフトと連携して使えるようにするとう
事柄に対して学生は十分に対応できることを意味すると思われる。プログラミングは予想した
通り，学生にとっては楽ではないことをアンケート結果は意味していると考える。教科書を使
わなければ，配布資料が無ければ講義が成立しないと考えて良いであろう。唯，口演者が持っ
ているプログラミングの講義は文系学生だけであるので，理工系の学生に対して適用できるか
は不明である。
